
 

 

 

 

本校では、安全で安心な教育環境の充実を図るためのさまざまな活動に取り組んでいま

す。防災だよりでは、学校の主な取組や防災に関する情報などをお伝えしていきます。学校

HP にも掲載しますのでそちらもごご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清武せいりゅう支援学校    

                 防災対策推進委員会 

令和元年７月発行      防災対策推進委員会 

第 1号 

○ 4 月 避難訓練（風水害） 

雨のシーズンを前にした 4 月、今年度も療育センターと連携して風水害の避難訓練を実施しま

した。『登校後に「大雨警報」と「洪水警報」が発令され、かつ雨が降り続いている』ため、授業

を中止し、避難・下校体制をとるという想定とし、一次避難で体育館に集合しました。 

その後、療育センター生は集団での下校訓練、医療的ケアが必要な児童生徒は本校職員や看護

師とともに療育センターへの避難を実施しました。その他の通学生は他校等への避難を想定し、

ふれあい広場を横断しての雨天体験を行いました。 

雨天時の避難には傘よりカッパやポンチョが良いのではないか、また、車椅子への巻き込みな

どもあり得るので、実際に着用して安全かどうか確かめることも必要という意見も出されました。 

いつ起きるか分からない災害。たとえ雨が降っていても外に出ないといけないことがあります。

児童生徒それぞれに合った雨具の準備が大切です。準備の御協力をお願いします。 

 

令和元年 第 1号 （７月発行） 

◀ 一次避難(体育館) 

児童生徒のみなさんは、学部別に集まり、

指示を待っています。前方では、管理職を

はじめとした本部職員が今度の方針を確認

しています。 

センターへの搬送 

療育センターでの待機 療育センターへの避難体験  雨天時の屋外避難体験  

○ 5 月～ 備蓄品展示 

体育館前交差点に本校備蓄品（食料品・

非常用電源など）を展示しました。今年度

は児童生徒一人あたり食料を一日分（3

食）、PTA バザー益金より準備しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○５月  福祉ゾーン６施設合同防災訓練 

 南海トラフ大地震のような大地震（震度７）が発生したという想定で６施設（本校、みなみ

のかぜ支援学校、療育センター、ひまわり学園、リハビリテーションセンター、保健福祉専門学

校）合同で防災訓練を行いました。 

 今年度は、本校児童生徒は全員正面玄関前に一次避難をし、人員確認や被害の確認を行いまし

た。その後、ゾーン合同本部での被害状況等の確認を経て、みなみのかぜ支援学校運動場に二次

避難しました。みなみのかぜ支援学校運動場には、ひまわり学園、みなみのかぜ、本校の 3 つの

施設・学校の関係者が多数集まりました。 

このように今回の訓練では、初めて全員が他校への避難を体験しました。また、二次避難の際

には、保健福祉専門学校生が本校に駆けつけ、移動の介助や荷物の運搬など児童生徒の避難に力

を貸してくださいました。みなみのかぜ職員の方も避難の誘導をしてくださるなど、ゾーン合同

の防災訓練として施設間での連携した活動を考え、実践する機会となりました。 

○ 6 月 引き渡し訓練 

大地震の発生や 4 月避難訓練の想定のように大雨等で災害発生が懸念されるため授業を中止

する場合など、保護者の皆様に児童生徒のお迎えをお願いすることがあります。 

この引き渡しの手順や実際の動きを確認するための訓練を参観日に実施しました。 

実際に引き渡しが必要になったときの状況に近づけるため、保護者の皆様には車で待機してい

ただき、防災メールで連絡を行いました。また、医療的ケアの必要な児童生徒は、療育センター

で引き渡しを待つことが想定されるため、今年度は体育館ではなく療育センターでの引き渡しを

行いました。御協力、ありがとうございました。 

 みなみのかぜ支援学校運動場への避難   大勢の人が集まったみなみのかぜ支援学校運動場（二次避難） 

７月の大雨の際に何度も TV 等で目にされ

たこと思いますが、市町村が警戒レベルを使

って避難のタイミングを伝えるようになり

ました。 

警戒レベル３「高齢者等は避難」が授業中

に宮崎市に発令された場合など、本校でも授

業を中止し、対応を検討して、引き渡し体制

に入る場合もあると考えています。 

臨時休業のお知らせや引き渡し訓練での

連絡等を防災メールでも行っていますが、本

校ではこの防災メールを有効な連絡手段と

して考え、いろいろな場合に今後も活用して

いきます。防災メール登録の確認をお願いし

ます。 


